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幼児栄養についての一考察 (その 2)
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幼児にあっては,活発に営まれる新陳代謝,ま た発育のための組織の新生

増殖など,成人に比較し質,量 ともに特殊な栄養的配慮がなされねばならな

い。

ことに未発達な身体の諸機能に比して多量の栄養を要求されるため,身体

および精神の発達段階に適合した方法でそれを確保することが必要であるに

もかかわらず,こ うした観点からの調理学的研究はあまりみあたらない。

これへの接近の足がかりとして,著者らは,最近における幼児の栄養状態

を把握し,幼児期栄養の特殊性を明らかにせんとするものである。

すでに,幼児期栄養の実態については,これまで幾多の報告がみられるP～
11)

しかし,今 日の食生活の向上はめざましく,幼児においてもまた顕著に変ぼ

うしつつあり,さ らに幼児の栄養摂取は個人差の点でもまた同じ個人でもか

たよりが大きいため,なかなか正確な結果がえがたい。

前報に
12)ぉ
ぃて,幼児期と国民一般の食物摂取との間の構造上の相違を指

摘した。 それをさらにおしすすめて, 本報告は幼児期の栄養摂取状況に関

し,年令,性別による相違からこの考察を試みんとするものである。

2調 査 目 的

本調査は以下の目的を明らかにせんとする。

緒
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1) 幼児の食餌と国民一般の栄養水準との類似点,な いしは相違点を明
確にする。これを国民栄養調査との比1咬において検討する。 (前報)

2) 幼児の性別にみられる栄養摂取状況を明らかにする。これを男女間
の栄養摂取量ならびに食品摂取傾向から検討する。

3) 3～ 6才児の年令別栄養摂取状況を明らかにする。これは, 3～ 6

才児を年令別,さ らに同一年令を 0～ 6ケ月, 6～ 12ケ月に細分類すること

によって栄養摂取量の検討をおこなうっ

3調 査 方 法

調査対象

栄養調査における Samplingは 家庭の経済的要因, 家庭構成員, ならび

に職業類型などに左右されるため,で きうれば経済階層別,職業階層別,な

らびに地区別などでおこなうことが望ましい。

本調査は,対象地区をひとまず西宮市に限定し, 3～ 5才児を収容する幼

稚園を集落単位とした。抽出方法は前報の通りである。すなわち,昭和40年

市内幼稚園の構成にもとづき,信頼度 ス=2(95%), 係数CVX=0。 5, 材1本

誤差 η≧0.1(10%)と して標本数mを決定したものが第 1表である。なお,

この場合の標本誤差は0。 12で あり, したがって本調査における標本数は分析

にたえうる標本数と考えてさしつかえない。

調査期日

昭和41年 6月 13日 ～16日 の 3日 間とする。幼児には「食べむら」があり,

短期日の調査では正確を期しがたい。 田村らは,13)1日 , 3日 , 5日 間の食

物摂取調査の結果,調査期日1日 と3日 間とでは栄養摂取量において有意差

を示すが, 3日 間と5日 間では有意差は認められないと報じている。

また,年間における月差については,国民栄養調査
14)に
おいては年間平均

値にほぼ 5月 が近似しており,こ こでは調査月を 6月 とする。

調査方法
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第 1表  標  本  数

に  は
[露 ∫40の }とする。

母  集  団 率 % 標 本 数 解 有効標本数

公 立 幼 稚 園

私 立 幼 稚 園

学 校 法 人

財 団 法 人

宗 教 法 人

個    人
総    計

1,342

6,256

958

310

1,778

3,210

7,598

6。 9

5.7

9。 5

2。 5

5。 3

3。 0

6.0

93

359

91

76

95

97

452

72

239

68

49

64

62

315

※「兵庫県教育関係職員録」

指定調査期間中における幼児 の食餌を採取法により秤取し, 献立, 食品名

(嗜好品,調味料などすべて含む),な らびに純摂取量を記入する。また,
間食のうち既製市販品に関してはメーカー,品質,価格などの表示を具体的

に記入し,手作りの場合は常食に準じて記入する。なお,記入者は幼児の食

事をつくる担当者とする。

集計方法

年令を 3～ 6才,男女別に分類し,それをさらにそれぞれ 0～ 6ケ 月未満

と6～12ケ月に分類し (ただし, 6才 は 0～ 6ケ 月未満のみ),あ わせて14

分類となしこれを集計単位とする。なお,調査期間中食欲不振,病的症状な

どの理由で異常な食物摂取にあるものは集計から除外し,健康状態にあるも

ののみを集計の対象とする。

栄養摂取量は,間食をもすべて含む総摂取量を累計し,素材料の栄養価算

出をおこなう。
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3～ 6才児の栄養摂取量  (1人 1日 当り)
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第 3表 3～ 6才児の栄養所要量に対する充足率 (%)
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4 調査結果の概要

A.栄養摂取状況の概略                   :

3～ 6才児における栄養摂取量は第 2表の通りである。また,昭和34年栄

養審議会決定
16)に
もとづく栄養所要量を100と し,各年令別, 性別に, それ

にたいする対比を求め,それを充足率として示したものが第 3表である。

熱量では, 3～ 6才児それぞれの所要量にたいする平均充足率は86。 8%で

ある。また,そ の栄養素別摂取構成では,糖質 Cal.48。 9%～65.5%,蛋白

Cal。 8。 0ハV16。 7%,脂質 Cal。 18.7⌒Ψ34.8%と なり,脂質 Cal。  が高く,糖

質 Caleの低い点が幼児食の特殊性を示す。

蛋白質の摂取量は,47.lg～ 61。 lgで所要量にたいする平均充足率は107.1

%である。武藤ら
10)の
報告によると, 2年 6ケ月～ 4年ケ 9月 児の蛋白質摂

取量は35。 5～ 50。 Ogであるとし,比較的低い。

蛋白質所要量は,総蛋白質にたいする動物性蛋白質を約30%と し,かつそ

の蛋白価を70と して算出されたものである。したがって,量的に所要量を下

廻らないにしても質的にアミノ酸構成が所要量を下廻るおそれもありうる。

総蛋白質に対する動物性蛋白質は,56.7～ 65。 5%を 占め,所要量の算定基準

をはるかに上廻っている。寿円
6)に
よる都市幼児の動物性蛋白質の総蛋白質

に対する比率は55%で ある。なお,国民一般の動物性蛋白比は39。 2%であり,

幼児食における蛋白質は量的にも質的にもすぐれている点が指摘される。

脂質の摂取量は23。 6～ 56。 8gで ある。武藤ら
10)に
よる脂質摂取量は27。 2～

48。 8gであり,本調査においては最大値がかなり上廻っている。また,所要

熱量の25%を g換算した値をかりに基準に定め, これに対する充足率を示す

と60.7～ 134。 7%と なり,平均充足率は106。 3%である。幼児期における脂質

の摂取量は極めて多い。

糖質摂取量は,145。 9～219.8gで ある。武藤ら
10)の
値は140。 9～264.7gで

あり,本調査結果にほぼ類似する。

カルシウム摂取量は,184～ 757mgと なり,平均充足率は131。 8%を示す。
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武藤ら
10)の
値228～ 456mgに比較し,摂取量は上廻っている。国民一般の充

足率は62.0と 低いのに対し,幼児食のそれは極めて高い点が指摘される。

鉄の摂取量は3.3～ 9。 6mgである。充足率は82。 5～ 120。 0%の範囲であり,

平均充足率95.1%を示す。寿円
6),武
藤ら
10)の
値もほぼ同様である。 国民栄

養調査においては昭和45年 目標値に対する充足率は130%を示し高い。

ビタミンA摂取量は10821.U。 ～17601.U.の範囲にあり,平均充足率は

112.3%で ある。

乳幼児の場合は,ビ タミンA所要量のほとんど全量をなるべくビタミンA

そのものでとることが望ましい。摂取量にたいするビタミンAそ のもので摂

取されたものの比率は,52。 7～ 94。 2%と なり平均69。 8%と なる。いっぽう国

民一般のビタミンA摂取量は76。 4%と 低く,ま たビタミンAそのものからの

比率は27.3%と 低い。ここに幼児食の特殊性が指摘される。

ビタミンBl摂取量は0.55～ 0.77mgで あり,充足率は78。 6～ 112.8%の 範囲

にある。調理による損失を考慮すると,国民一般の水準と同様に不足状態に

ある。

ビタミンB2摂取量 は0。 76～1.48mgで , 充足率は108。 6～211。 0%と なる。

国民一般においては,充足率65。 8%を示し,幼児食に比較し低い。幼児に対

する特殊な栄養的配慮によるものと考えられる。

ビタミンC摂取量は57～87mgであり,平均充足率は140.9%で ある。これ

はおもに調理品からの摂取によるもので,調理による損失を考慮すると不足

状態のものが多い。また,武藤
10),寿
円
6)に
よる報告値はこれを下廻る。

C.年令別,性別栄養摂取量

栄養審議会の決定した幼児の栄養所要量によれば,熱量,蛋白質において

3～ 5才児男女の栄養所要量はそれぞれ異なる。また, 3～ 5才児と6才児

ではいずれの栄養所要量もすべて後者が高くなっている。

ところで, こうした所要量にみあった摂取が実際にはなされているであろ

うか。 3～ 6才児はすべて一定の幼児食の範疇に包摂され,む しろ年令が上
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昇するにしたがい,成人の食生活パターンに近似し,栄養的な配慮が稀薄に

なるように推察される。

これまでにも,武藤ら
10)は
2～ 4才児の栄養摂取量において年令別,性別

に差は全 くみられなかったとしているが, この種の報告はあまり見当らない。

そこで,各年令別,男女別にも検定による有意差を求め統計的な観察をおこ

なう。

熱量所要量は体位にもとづいて算出されたものである。すなわち,昭和32

年度日本人の平均体位は,3～ 6才児で身長,男 予92～11lcm,女子91～110

Cm,体重,男子14。 Okg,女子13。 5～ 18。 5kgで あるっ これに比較し,本対象

児の身長,体重はともにこれを上廻っている。

熱量所要量は 3～ 5才児では男子1,550 Cal.女 子1,400 Cal。 ,6才児では

男子1,850 Cal.女 子1,700 Cal.と なっている。以上より,熱量摂取量には

年令別,性別に差が当然生じなければならない。

年令別,性別に摂取量の差を示したものが第 4表である。 t検定の結果 ,

5%危険率で有意差の認められたものは 6才児 (男子のみ)においてであり,

他に有意差はみられなかった。

また,男女別では5%危険率で有意差は認められなかった。

蛋白質の所要量は 3～ 5才男子50g,女子45g, 6才では男子55g,女子

第 4表   年令別,性別摂取量 ―熱量,蛋 白質一

＼こ、、 |_熱  量G→  1 蛋白質 (g)
年令区>｀4ぜ[1 男 1 女 1 男 1 女

56.9
49.9

51。 3
54。 6

54。 3
53。 9

(25。 5)
43.7

48.2
57。 2

47.1
53.6

61。 6

※ t≧ tO.05有意差あり
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50gと なっている。年令別,性別摂取量は第 4表の通りである。年令別,各

年令男女いずれにもt検定の結果有意の差は認められなかった。つまり, 3

～ 6才児の蛋白質摂取は,年令,男女に差はなく各所要量にみあった栄養摂

取はなされていない。

脂質所要量は,熱量所要量の25%を g換算した値を仮に基準量と定め, 3

～ 5才児男子41。 3g, 女子38.9g, 6才児男子46.3g, 女子42。 5gと する。

しかるに,年令別,各年令男女別のいずれにもt検定の結果, 5%危険率で

有意差は認められなかった。脂質は年令,性に関係なく一様に摂取されてい

る。

第 5表  年令別,性別摂取量 ―脂質,カ ルシウムー

質 (g) カルシウム (mg)
｀`＼`＼、、性別

年令区分  ＼`ヽ
23。 6 757
33.3     1      431

男女 女

431
586

431
490

カルシウム所要量は,幼児期1に おけるものではまず平衡維持量に要する量

として 10mgノ kg,さ らに骨の発育に必要な Ca量が考慮されなければなら

ない。
17)後
者は年間の体重増加量, 発育期における体内の Ca合有率および

発育期]に おける Ca利用率などから求められる。年間体重増加量は, 3～ 4

才児に比較し5～ 6才児が多く,体内の Ca合有率は年令がすすむにしたが

って増大する。したがって,厳密には,総 Ca量 は年令が多くなるにしたが

って大となる。また,男児は女児に比較し体重が大であるから,男子の必要

量は多くなる。第 5表のごとく, 5%危険率で男女間に有意差は認められな

※  t≧ tO.05有意差あり
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かった。

また, 3才児では離乳期の食習慣が残存しているためか牛乳の摂取量が多

く,そ のため他年令に比較し摂取量が多い。年令の多いものにおいて摂取量

が減少するという逆の傾向を示しているかのようである。 t検定の結果, 6

才男子において 5%危険率で有意差が認められた。つまり, 6才男子では 3

～才児男子に比較し,Ca摂取量はすくないといえる。

鉄の所要量は, 3～ 5才男女ともに8mg, 6才児では男女ともに9 mgで

ある。第 6表のごとく鉄の摂取量は低 く,実際に有効な鉄量はより低いもの

となろう。なぜなら,乳幼児の鉄の出納試験成績について田村ら
18)は
以下の

ように報告している。すなわち,鉄摂取量の実測値と計算値とではかなり大

きな開きを示し,計算値は実測値よりも3～ 4倍高い。 t検定の結果 4才女

児と 5才女児の間に5%危険率で有意差が認められた。これがいかなる理由

によるものかは判然としがたい。他のいずれの年令においても有意差は認め

られなかった。したがって, 6才児は 3～ 5才児に比較しより多くの鉄を要

求しているにもかかわらず,そ れにみあった栄養摂取はなされていない。ま

た,男女別では, 4才児において男子よりも女子の摂収量が多く, t検定の

結果 5%有意水準で有意差が認められた。

ビタミンAの 所要量は, 3～ 5才児で はビタミンAの みによる場合1200

第 6表  年令別,性別栄養摂取量 一鉄,ビタミンA効カー

6Y lo～ 6

鉄 (mg) ビタミンA効力(I.U。 )

女男女

953
701

779
633

1,011
881

(257)
672

771
1,131

8。 0
7.3

6。 8
7.4

※  t≧ tO.05有 意差あり
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I.U。 ,カ ロチンのみによる場合36001.U.,ま た 6才児ではそれぞれ 1500

1.U.,45001.U。 ,と 定められている。青少年期では男女の所要量に差が示

されているが,小児ではその差はなく同一である。 3～ 6才児の年令,性別

による摂l又量の差は第 6表の通りである。 3～ 6才児間の摂l又量の相違は 5

%危険率で有意ノ11は みられなかった。ビタミンA所要量は体重を基準にして

定められており,体重増加にともない摂l反量が増大する。したがって,厳密

には年令,性別によりその差がみられるはずであるが,そ の傾向はみられな

かった。

ビタミンAの みによる摂収は,第 7表に示す通りである。これによると,

年令,性別ともに5%危険率で有意差は認められなかった。

カロチンとして摂取 (I.U。 )

725
3,080

625
1,258

5Y :χ31
1,649
1,452

1,301
1,479

1,6(56

1,177

※ l::::

1,622
1,291

※  l11::
6Y I 0～ 61 1,681 1,271 》(  1,854 〉(  1,028

※ t≧ tO.05有意差あり

カロチンのみによる摂取は,男 女いずれも6才児において 5%危険率で有

意差が認められる。すなわち, 3～ 5才児に比較 し, 6才児男子では多 く,

女子は少な く摂取 している。また,同年令における男女間の差では, 5才児

では男子は女子に比較 し摂 l反量が多い。 これは 5%危険率で有意差が認めら

れた。

ビタ ミンBlの所要量は, 3～ 5才児では男女ともにO。 7mg, 6才 児では男

女ともに0.9mgと なっている。 ビタ ミンBlは合水炭素の代謝に 関係するの

で,そ の所要量は摂取熱量 と比り1す るぅ したがって,Cal摂 1又量は女児に比

第 7表 年令別,性別栄養授取量一ビタミンAと して摂取,カ ロチンとして摂取一
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較し男児が多いので,ビ タミンBl所要量も当然多くならねばならない。第 8

表のごとく,男児のビタミンBl摂取量はかならずしも女児に比較して多くな

っておらず,ま た年令区分においても5%危険率で有意差は認められなかっ

た。さきにみたように, 6才児の Cal摂取量は他の年令に比較し高く, これ

にみあったビタミンBlの摂取量がなされねばならない。

ビタミンB2の所要量も同様 に 3～ 5才児では0.7mg, 6～ 8才児では0.9

mgと なり,lC00Calあ たり0.5mgと して定められている。したがって,厳

密には年令別,性別に差が認められるはずである。 3才児女子において他の

年令との間に5%危険率で有意差が認められる。他の年令,性別において有

第 8表

ビタミンC(mg)

※ t≧ tO.05有意差あり

意差は認められなかった。

ビタ ミンC所要量は,男 女ともに 3～ 5才児では40mg, 6才 児では50mg

である。第 8表のごとく年令別,男 女別いずれも5%危険率で有意差は認め
られなかった。

B.食品群別摂取量の概略

3～ 6才児における食品群別摂取量の目安は,昭和34年資源調査会か らの

栄養所要量にもとづいて新 しく改定されたものである。
19)ひ
とまず,こ の目安

女男

］

申

‐
６５

「

　

５５

５６
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にもとづいて幼児食の食糧消費構造の特色を指摘する。 (第 9表 )

穀類の摂取目安は,総摂取熱量中に占める穀類よりの比率を65%と して算

出されたものである。前述の糖質よりの Cal.摂 I又量が低い点からも裏づけ

られるところであるが,全般に穀類摂取量は低い。

いも類は,そ の摂取に季節変動の大きい食品であり,11月 , 2月 , 8月 ,

5月 の四期にわけて摂I反量を比較したものでは 5月 に最も少ない。
14)調
査期

は比較的摂取量の少ない時リサ]に該当していた。目安を下廻り50%未満のもの

が多く,そ の90%は 馬れいしょで占められる。

第 9表  年令別・性別・食品群別摂取量 (1人 1日 当りg)

:言曇僣‖曇lli悟里圏羅ユ1｀[11穀」鷺1籍 1憎言贔曇置貴曇lli躍臓誦墨1曇

量|五1藻鵜≡妻募:夢轟基:募蔑覇苺|=

3Y月にJ徹織 龍乳識艦論解 :跳 :t社‖■:網

覆   1 葬
瑳茸 ま

リ エ““υV‐ V υV…  V‐ υ ――l____ | _   
二|⌒ ^__1^⌒ frII ^^^ ^^^

一

|― |―
一

一

― 一
   ― |
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102 1  48
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砂糖も同様に目安に比較して低い。一般家庭における砂糖の消費の主なも

のは,嗜好飲料に入れて使用されるものであり,そ れが消費料の大半を占め

る。
20)幼
児では嗜好飲料としての摂取量がすくない。また, 手づくり以外の

間食では数字として出にくいため,実質摂取量はこれを上廻るであろう。

油脂はすべて目安を上廻り,摂取量は多い。その多くは植物性油,バ ター

として摂取され,マ ヨネーズの使用量も多い。すでに,総 Cal。 中を占める

脂質 Cal。 の比率の高い点を指摘したが,油脂類の摂取量の多い点がこれを

裏づける。礎部ら
21)に
よると, 日本人の摂取脂肪の質は植物性油脂が67%,

動物性油脂が19%,マ ーガリン14%で あり,植物性油脂が多いと指摘してい

る。幼児では逆にバターからの比率が高 く,植物性油脂からの比率が低い。

豆類は大豆製品(主として豆腐および味噌)と して摂取され,摂取量は19。 3

～40。 8gで低い。これは摂取目安量の57。 6%に あたる。

動物性食品の摂取目安は,魚,肉,卵 として算出されている。これは,国

民栄養調査の結果にもとづいて鮮魚介類80g,肉類30g(豚肉18g,牛肉12

g)および鶏卵30gと して算定されたものである。この比率で幼児の目安を

算定し比較すると,獣鳥肉類,卵類ともに目安を上廻っており,動物性食品

全体としての目安もまた上廻っている。魚介類の摂取量は目安を下廻ってい

る。魚介類では生物としての摂取比率が高 く,練製品その他の食品はあまり

使用されていない。獣鳥肉類では,一般に牛肉,豚肉の使用量が多く,つい

でウインナーソーセージ,ハムなどの加工品が摂取される。

乳製品の摂取量は, 3才児女子を除きすべて目安を上廻り,市乳のほかヨ

ーグル ト,チ ーズなどの加工品も多い。

緑黄色野菜と柑橘類, トマ トでは,そ の目安は国民栄養調査にもとづき,

100gの場合, 緑黄色野菜を60g, 柑橘類および トマ トをそれぞれ20g加え

て算出したものである。幼児の目安からそれぞれ算出し仮の目安を定めこれ

と比較検討すると,緑黄色野菜の摂取量は極めて乏しくわずか62.1%の 充足

度を示すにすぎない。

柑橘類, トマ トの摂取量は, 3才児28g, 4～ 6才児32gの それぞれの目
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安を大巾に上廻る。また,本調査期は,国民栄養調査において最低位を示す

5月 に接近しているため,他の月においてはより多くなる可能性がある。

淡色野菜, 果実類の 目安は250gの場合, 新鮮な野菜120g, 4～ 6才児

150gの場合にあてはめて換算し, 摂取量と比較する。 淡色野菜はほぼ目安

付近にあり,果実は目安をはるかに上廻る。

嗜好品は主として間食として摂取され,栄養給源として好ましい食品が多

い。

D。 年令別,性別にみた食品群摂I又量

速水
22)の
食品群別摂取量目安にもとづいて,年令別,性別にその摂取状態

の差を t検定により求め検討する。

穀類の摂取量は,年令が多くなるにしたがい,ま た男子は女子よりも多く

の摂取目安が定められている。本調査によると,第 10表 のごとく年令別,男

女別に 6才女子をのぞき t検定の結果 5%危険率で有意差は認められなかっ

た。

いも類,砂糖はともに年令,性別にみて 5%危険率で有意差は認められな

かった。

油脂は,速水によると, 3才児, 4～ 5才児, 6才児へと年令の上昇にし

第 10表  年令別・性別・食品群別摂取量 (1人 1日 当りg)

品群1 穀    類食 脂

一
女

油

一
男

類

一
女男女

三1量
‐
上 1郷_

4J:χ3雛 31揚う
5 YI:χ 3  `;:::

6 Ylo～ 6 337.3

33。 3

16。 6

48.6
37。 3

245.3
261.2

32。 7

38。 7

26.3

2a81Z8
36。 51 5。 6

2■ 916。 2

鴇卜躍1図
_  |     |

7.1 1※ 15.4 1 14.4

※  t≧ t005有意差あり

|※ 103。 9
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たがい摂取量は多くなる。また,男女の差はない。本調査によると, t検定

の結果 4～ 6才児は 3才児よりも男子のみ摂取量が多くなっている。性別に

は5%危険率で有意差はみられなかった。

大豆および豆製品は,目 安によると3才児と4～ 6才児間には差がみられ

る。 t検定の結果 5才男子の摂取量が 5%危険率で多い。

魚介類の摂取量は,目安によると年令の上昇にしたがい多くなる。 t検定

の結果 4才児男子は 3才児男子に比較し摂取量が多い (第 11表 )。 他の年令,

性別においては差は認められない。

第 11表  年令別,性別,食品群別摂取量 (1人 1日 当りg)
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※ t≧ tO.05有意差あり

獣鳥肉類は, 目安によると年令がすすみにしたがい摂取量が多 くなる。ま

た 6才児においてのみ男子は女子に比較 し多い。 t検定の結果, 3才児と6

才児, 4～ 5才児 と 6才児いずれも男子にのみ 5%危険率で有意差が認めら

れた。 これらの年令間では年令の多いものが摂取量が高 くなっている。いっ

ぽう,女子ではいずれの年令においても差は認められなかった。また,男 女

間には差は認められなかった。

卵類は, 目安では年令の上昇にしたがって多 く, 6才児において男子は女

子よりも多い。 t検定の結果, 6才児は 5才児に比較 し,男 女いずれにおい

ても摂取量が多い。
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乳・乳製品は,目 安によると3才児は4～ 6才児よりも多い。年令別比較

において t検定の結果, 5%危険率で 3才児男子は4才児男子より多く, 4

才児女子は 3才児女子よりも多く,ま た 3, 5才児女子は 6才児女子よりも

多い。また,男 女別では 3才児男子は 3才児女子に比較し多く摂取している

第 12表  年令別,性別,食品群別摂取量 (1人 1日 当りg)

緑黄色野菜 柑橘類 トマ ト | その他の野菜   果 実 類

年ム |`

女男  1女

3Y19～■い9021?Q・妥L受 OQ
l」
:χ二※■
'1舞 `卜

■8

三壁※芳≧歴■1望
|^   ^|  ^_ _  |  __    |     ^

5ザ

'■

3湯 RI治 ;黒 9:=二 撮81淮 ;■
'

193.3
65.0

103.4
138。 0

90。 3
115.5

50.8生 9～ 61可丁1郎・ 藁9561個 93.41※ 31.5' 73.7

※ t≧ to.05有意差あり

ことが認められた。 3才児と6才児では 3才児において乳および乳製品の多

いことが伺える。

緑黄色野菜では第]_2表 のごとく, 3才児に比較し4～ 6才児の摂取目安は

多くなる。ところで, t検定の結果男子では 3才児と4才児に5%危険率で

有意差が認められ,4才児の摂取量は多くなっている。いっぽう女子におい

てはその差は認められない。また,性別には4才児男子と女子の間に有意差

がみられ,男子の摂取量が多くなっている。

つぎに柑橘類, トマトでは同様に 3才児と4～ 6才児間に摂取目安区分が

ある。 t検定の結果,男子においてのみ 3才児と4才児, 5才児と6才児間

に有意差が認められた。年令の上昇にしたがい摂取量の増加が認められる。

また,性別では 3才児において 5%危険率で男子に比較して女子の摂取量が

多くなっている。

その他の野菜は, 3才児と4～ 6才児間に摂取目安区分がある。 t検定の
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結果, 3才児男子に比較し4才児男子の摂取量が多い。また, 5才児女子は

6才児女子に比較し,摂取量が多い。

果実類も同様に, 3才児に比較し4～ 6才児の目安はやや多い。 t検定の

結果年令別,性別に有意差は認められなかった。

E。 年令別,性別にみた食品群別栄養構成

これまでに,各栄養素とその供給源なる食品の摂取量について述べた。本

項においては, この両者の関係,すなわち各栄養素がいかなる食品から摂取

されるかその構成内容を検討せんとするものである。

熱量の摂取構成は第13表 に示す通りである。すなわち, これによると穀類

よりの比率が低く,反面動物性食品,野菜,果実等による構成比率の高いこ

とが幼児食の特殊性としてあらわれている。そこで,こ れら構成比率におけ

る年令,性別比較を t検定により試みると,動物性食品ならびに野菜,呆実

類に有意差があらわれている。まず,動物性食品では女子において 3才児よ

13 表 熱量の摂取構成 (%)

糖類その他

第
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実
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りも4才児が多く, 5才児よりも6才児が多くなっている。また,野菜,果

実類においては,女子 3才児は4才児に比較し多く,男子 5才児は 6才児に

比較し多い比率となっている。その他年令,性別に有意差は認められなかっ
た。

蛋白質の摂取構成は第14表 の通りである。蛋白質の主要給源が動物性食品

第 14表 蛋白質の摂取構成 (%)

総  数
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※  t≧ tO.05有意差あり

である点にも幼児食の特殊性が示される。動物性食品よりの比率は 3～ 6才

児で56.7～ 65。 5%と 極めて高い。そこで, これら比率を年令別,性別に比較
すると,動物性食品,い も類においてわずかに有意差が認められるにすぎな
い。ほとんどの比率はいずれの性,年令においても近似している。いも類に

おいて4才児, 5才児女子に比1咬 し6才児女子が高くなっている。また,動
物性食品では 3才児男子の方が 6才児男子より高 く,ま た性別では 3才児男

子は 3才児女子より高い比率を示している。

脂肪の摂取構成は第15表 に示す通りである。
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15表  脂肪の摂取構成 (%)
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脂肪においても同様に,油脂ならびに動物性食品よりの比率の高い点が幼

児食の特色をなしている。これら比率にみられる年令別,性別差は次のもの

にみられる。すなわち,穀類では 3才児男子は4才児男子よりも高 く,動物

性食品では, 4才児男子は 5才児男子よりも高い比率を示している。また,

野菜,果実類では 6才児男子は 5才児男子に比較し高い比率を示し,他の食

品群においては有意の差は全 くみられなかった。

カルシウムの摂取構成は第16表 に示す通りである。カルシウムの主要給源

は動物性食品であり,そ の比率は59.3～ 85.7%に および,幼児食の特殊性が

あらわれている。年令的に構成比率をみると,ま ず穀類では 3才児と6才児

女子に5%危険率で有意差がみられる。いも類では, 5才女子に比較し6才

女子は高率を示す。また豆類は, 3才児男子, 5才児男子に比較し4才児男

子の比率が高い。また女子では 6才児は5才児より比率が高い。動物性食品

では,男子において, 4, 6才 児と5才児では5%危険率で 5才児が高率を

0～ 6
6～ 12

0～ 6

※ t≧ tO.05有意差あり
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第 16表  カルシウムのよ;〔取構成 (%)
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※ t≧ tO.05イ ]‐意差あり

示す。また,女子においても5才児は 6才児に比較し高率を示している。ま

た,性別にみると5才児男子は5%危険率で女子より高率を示す。野菜,果

実類では, 3才児に比較し4才児が, 5才児に比較し6才児が男子において

高率を示している。また女子で は 5才児に比較し6才児が高率を示 してい

る。

ビタミンAの摂取構成は第17表 に示す通りである。ビタミンAそ のものと

しての供給湯1である動物性食品ならびに油脂と,カ ロチンとしての供給源で

ある植物性食品に分けてその比率をみる。 動物性食品からの比率が40.6～

76.5%と 高く,油脂から摂取したものをあわせると,58.8～ 84。 6%で ビタミ

ンAそのものとして摂取されている。ここにも幼児食の特殊性がみられる。

そこで年イ)別,性別に構成比をみると,油脂からの摂取比率,植物性食品よ

りの摂取比率に有意差がみられる。つまり, 3才児女子は4, 6才児女子に

比較し動物性食品よりの比率が高い。また性別では 3才児女子は男子に比較

4J」幽 1土1上1土量
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第 17表  ビタミンAの摂取構成 (%)
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し高い。また植物性食品から摂取した比率では, 5才児女子と6才児女子に

有意差が認められた。

ビタミンBlの摂取構成は第18表 に示す通りである。ビタミンBlの主要給

源は動物性食品であり,幼児食の特色をなす。穀類では5～ 6才男子, 3～

4才女子に有意差が認められる。また,い も類では4～ 5才女子, 5～ 6才

女子に有意差があり年令の上昇にともない高率となる。また,豆類では4～

5才女子, 5～ 6才女子に有意差があり, 年令の上昇にと もない低率とな

る。動物性食品では年令,性による有意差は認められない。

ビタミンB2の摂取構成は第19表 に示す通りである。 ビタミンB2の主要給

源は動物性食品であり, それが高い率を示している点に幼児食の特色があ

※ t≧ to.o5有意差あり
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第 18表  ビタミンBlの摂取構成 (%)
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第 19表 ビタミンB2の摂取構成 (%)
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る。年令別,性別に比率の相違をみると,豆類,動物性食品,野菜,果実類

に一部有意差がみられる。まず,豆類では 3～ 4才男子, 5～ 6才男子に有

意差がみられる。また,動物性食品では 5～ 6才女子に有意差がみられ, 5

才児に比較し6才児女子の摂取比率が高い。また,野菜果実類では 5才女子

と 6才女子に有意差がみられる。

第 20表  ビタミンCの摂取構成 (%)

100。 0
100.0

100.0
100.0

100。 0
100.0

3Y男

女

0～ 6
6～ 12

0～ 6
6～ 12

1総
数
|い
も 類
1野

実
|そ
の 他菜

1果

※
:3三 :

71。 4
89.6

16。 0 1 2.7
18。 4 1 6。 5

~                   ] [8 .   5                      1                                 0

4Y男

女

0～ 6
6～12

0～ 6
6～ 12

※子1::
10.7
14。 3

1。 4
1。 9

5Y男

女

6Y男
女

0～ 6
6～ 12

0～ 6
6～ 12

0～ 6
0～ 6

100。 0
100.0

100。 0
100.0

※18:3
7。 9

〉(18。 1

79。 0
60。 9

※子3!:
76.5
73。 6

)(83.8
69.8

13。 0
32.3

13.1
15。 9

13。 2

14。 8

7。 7
11。 1

100.0
100。 0

100。 0
100。 0

※ ::;
0。 8
1。 1

0.9
1.5

1。 4
1。 4

0。 6
1.0

12.2
10。 3

ビタミンCの摂取構成は第20表 に示す通りである。年令別,性別摂取構成

の相違は,い も類では4～ 5才児女子, 5～ 6才児女子の間に5%危険率で

有意差が認められた。つまり年令の上昇にしたがい比率が多くなる。また,

性別には4才児男子と4才児女子に有意差がみられ,男子が女子に比較し多

い。また,野菜,果実類では, 3～ 4才児男子, 5～ 6才児男子に有意差が

みられ,年令が上昇するにしたがい高率となる。

※  t≧ tO.o5有意差あり
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西宮市における3～ 6才児313名 を対象に, 栄養摂取調査をおこない, 幼

児期栄養の実態を把握し,さ らに年令別,性別栄養摂取状況を栄養摂取量な

らびに食品摂取傾向より検討し,つ ぎのような結果をえた。

1.幼児期においては,熱量,蛋白質,脂質,カ ルシウム,ビ タミンA,

ビタミンB2は所要量を上廻り, ことに栄養素の供給構成に特殊性がみられ

る。すなわち,動物性食品,油脂類の摂取量が多いため,各栄養素ともこれ

ら食品より供給される比率 が高まり, 質的に優れた栄養摂取状況にある。

鉄,ビ タミンBl,ビ タミンCに おいてはかならずしも良好ではない。

2.食 品摂取状況は,油脂類,動物性食品,乳類,果実類の摂取が目安を

上まわり, このことが栄養摂取を質的に高める原因となる。いっぽう,緑黄

色野菜,淡色野菜,豆類,い も類の摂取は少ない。

3.性別,年令別に,栄養摂取状況を栄養審議会決定による所要量と比較

すると,かならずしも栄養所要量にみあった摂取がなされていない。つまり,

t検定の結果 3～ 6才児,男女間に5%危険率で有意差が認められたものは

部分的な少数例にすぎず,総括的には認められなかった。このことは, 3～

6才児男女の栄養摂取量にほとんど相違のないことを示す。

4.年令別,性別に食品群別摂取目安にもとずいて食品摂取状況を比較す

ると,一部の食品群を除き,かならずしも目安にみあった摂取はなされてい

ない。 t検定の結果,穀類,砂糖類,大豆およびその製品,魚介類,果実類

では 3～ 6才児男女間に5%危険率で,有意差は総括的にみとめられなかっ

た。ただ,油脂,獣鳥肉類, トマトと柑橘類において 3～ 6才児男子に年令

が上昇するにしたがい,摂取 g数 も増大することが認められた。また,部分

的には 3才児と4才児男子に有意差が認められたにすぎない。また男女間に

おける有意差は部分的に少数みられたにすぎない。

5。 年令別,性別に栄養素摂取構成を比較すると,女子では熱量における

動4勿性食品,VBl,VCに おけるいも類の比率が,ま た男子では,VCに お

ける野菜類,果実類の比率が,年令の上昇にともない増大する。その他の栄

5総  括
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養素については,部分的に有意差がみられたにすぎず,総括的な相異はみら

れなかった。

本研究にたいし,種々ご助言をいただいた神戸女学院大学教授雀部猛利博

士に深謝いたします。 また実地調査については宮本志津子助手のご協力を

え, ここに謝意を表する。
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